
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆単元の目標 
美土里町の伝統芸能「神楽」についての体験活動や地域の人々の願いや生き方を学ぶことを通して，自分たち 

の住む地域を誇りに思い，故郷を愛する心情を培う。また，自分たちにできることを考えていく学習を通して，自

己の成長を振り返り，自分の生活をよりよくしていこうとする態度を養う。 

 

◆単元の展開（全 50 時間） 

学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■（事前の取組）転入生の神楽に対
する認知度について，事前に把握
しておく。 

■（事前の取組）朝の会等で機会を
とらえて，神楽のドラマ制作につ
いて話をしておく。 

■テレビドラマの予告ＣＭを視聴さ
せる。 

■自分たちの認知度とのズレを感じ
始めた児童に，「どうやったら神楽
の認知度を調べられるかな」と投
げかける。 

 
■安芸高田市内の小学校や転入生の
転入前の学校に事前にアンケート
の依頼をする。 

■8 0 0人以上のアンケート調査を効
率よく整理するため，どうやった
ら結果が明確になるか児童に考え
させる。児童が直接パソコンに数
値を入力すると同時にグラフ化さ
れるよう事前に準備しておく。グ
ラフ化された情報を基に，神楽を
観る頻度や地域の項目に焦点化さ
せ，分析を行わせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■安芸高田市の広報誌を準備してお
き，神楽に関係する年間のスケジ
ュールを確認させる。 

 

総合的な学習の時間 第６学年 
育成を目指す資質・能力 【コミュニケーション能力】【知識・情報活用能力】 

【主体性】【協働性】【自己肯定感】【よりよく生きようとする力】 

   

 

 

伝統芸能から学ぼう 
～美土里小６年 安芸高田神楽応援プロジェクト～ 

単
元
名 

【単元の概要】 
児童は，自分たちの町で神楽を題材にテレビドラマが作成されると聞き，

身近にある「神楽」についてより詳しく学びたいと興味・関心を高めます。
しかし，他市からの転入生の一言「えっ，神楽って何？」をきっかけに，
それほど神楽の認知度は高くないのかと疑問を抱きます。そこで，本市や
他市などの小学生に呼びかけ実態調査を行い，その結果を基に，神楽応援
プロジェクトを立ち上げ，様々な取組を進めていきます。 

学習指導要領における領域・内容  

地域や学校の特色に応じた課題 

他教科等との関連 

国語，算数，音楽，家庭 

図画工作，特別活動（学校行事） 

 

安芸高田市立美土里小学校 パイロット校 
〒731-0612 安芸高田市美土里町本郷4535-2 
電話 0826-54-0047 

 

美土里町で神楽を題材にテ
レビドラマが作成されるこ
とをきっかけに，神楽の認
知度について話し合う。 

○テレビで美土里町の神楽がドラマになるんだ
って。やっぱり，神楽は有名だよね。 

○「えっ，神楽って何？」（転入生） 
○神楽を知らない人もいるみたいだよ。 
○どれぐらいの人が神楽を知っているのかな。 
○アンケートをとってみるのはどうかな。 

転入生の言葉をきっかけに，神楽はそれほど知
られていないのではないかと疑問を感じる。 

情報の収集，整理・分析（６） 

 

＜アンケート前＞ 
○アンケートやインタビューをして，たくさん
の人に神楽について聞いたらどうかな。 

○どんな人に聞いたらいいかな？ 
○安芸高田市以外の人にも聞いてみたいな。 
○神楽を観る頻度も聞いてみよう。 
＜アンケート後＞ 
○どんなグラフで表せばよく分かるかな。 
○神楽を観たことがあるかないかの割合は，算
数で学んだ円グラフが分かりやすいかな。 

○広島市でも神楽を知っていると答えている
人は多いね。でも，実際に観たことがある人
数の割合には大きな差があるよ。 

○安芸高田市でも町によって割合が違うね。 
○自分たちがイメージしていたより，神楽を観
ている人は少ないみたいだよ。 

○もっと多くの人に神楽を観てほしいな。 

神楽は有名だと思っていた自分たちの予想との
ギャップから，もっと神楽を知ってもらいたい
という気持ちを抱く。 

「安芸高田神楽応援プロジ
ェクト」を発足し，神楽を
多くの人に知ってもらい，  
観てもらうための計画を立
て，学習の見通しをもつ。 

神楽の認知度を調べるため
に，安芸高田市内の小学生
と，転入生の転入前の学校
（広島市），保護者・地域の
方にアンケート調査を依頼
し，集計・分析を行う。 

○神楽を知ってもらうためには，まず自分たちが
神楽の魅力をもっと知らないといけないね。 

○神楽に詳しい人の話を聞きたいな。 
○神楽の魅力を伝える場は，広報誌にもあった
市外からもたくさん人が集まる９月の美土里
こども神楽発表大会がいいんじゃないかな。 

課題の設定（１） 

 

美土里小６年 安芸高田神楽応援プロジェクト 発足 

【算数】割合を表すグラフの学習

と関連させ，効果的な表し方を想

起させる。 



学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■「美土里こども神楽発表大会（第
３セクター「神楽門前湯治村」と
地域の美土里こども神楽連絡協議
会による行事）」の主催者と事前の
連携を図っておく。 

 
 
 
 
■調べ学習によって，児童の知識が
より深まるように，事前に知って
いることをウェビングでまとめて
おき，新たに分かったことを書き
足していく。 

■児童のつぶやきから，誰にどんな
話を聞けばいいか考えさせる。 

 
 
 
 
■安芸高田神楽協議会会長や神楽団
員，お面製作者に話を聞かせてい
ただくよう依頼する。 

■ゲストティーチャー，インタビュ
ーの依頼を子供たちが行うこと
で，活動に必然性をもたせる手立
てとし，また，コミュニケーショ
ン能力の育成につなげる。 

■安芸高田市ものがたり（郷土理解
学習副読本：安芸高田市教育委員
会編集）を活用し，先人の故郷を
愛する思いから神楽が地域に根付
いていることに気付かせる。 

■ゲストティーチャーと事前に連携
を図り，神楽に対する情熱や神楽
を行うこと，お面を製作する上で
の苦労を話してもらう。 

■身近にいる神楽団員（児童の親や
祖父母等）には，アンケートを準
備し，「神楽の魅力」，「苦労」，「児
童に伝えたいこと」など項目別に
回答をお願いする。そのアンケー
トとゲストティーチャーからの聞
き取りを手作業で集計，分析する
ことで，より詳しい聞き取り調査
の材料にさせる。 

■１回目のアンケートの集計・分析
方法と比較させ，その目的に応じ
た集計の仕方があることに気付か
せる。 

 
 
 
 
■なぜ「美土里こども神楽発表大会」
が毎年行われているのか，自分た
ち（６年生）に課せられている思
いや願いについて気付かせる。 

 
 
 
 
■昨年度の美土里こども神楽発表大
会の写真や動画を見せて，会場や
活動のイメージをもたせる。 

 
 
 

○神楽はいつから始まったのかな。 
○この地域の神楽について詳しい人から歴史
について聞いてみたいな。 

＜聞き取り後＞ 
○協議会会長さんから，この地域の神楽の歴史
について，くわしく話していただいたね。 

○昭和の戦争時代には，神楽の奉納が難しくな
ったんだって。その危機を救った人が「佐々
木順三」さんだよ。 

○神楽の危機を救うために，たくさんの人が観
て楽しめる要素がつまった「新舞」を考えた
んだね。それが，この地域に広がって，現在
まで受け継がれているんだね。 

○この伝承の歴史も神楽の魅力の一つだね。 

神楽応援プロジェクトを立ち上げ，具体的な方
向性を話し合う中で，自分たちの力で神楽を盛
り上げようとする意識が高まる。 

神楽門前湯治村を見学し，
安芸高田神楽協議会会長か
ら聞き取りを行う。 

神楽の歴史について調べる中で，この地域に根
付いている神楽にも存亡の危機があり，それを
救った先人の活躍を知り，長い間受け継がれて
いる神楽や先人に尊敬の念をもつ。 

「安芸高田ものがたり」を
活用し，郷土の発展に尽く
した人について調べる。 

情報の収集，整理・分析（12） 

 

第１弾 安芸高田神楽 調査隊 

神楽団員やお面製作者から
聞き取りを行う。 

○お客さんに喜んでもらうために，必死で練習
しているんだね。 

○お面作りは，一つ一つの作業を時間をかけて
丁寧に行っているよ。さすがプロの仕事だ
ね。 

○神楽に携わる多くの人が，自分の役割を一生
懸命果たしているんだね。 

○苦労されてきた神楽関係者のためにも，しっ
かりと神楽の魅力を伝えて，安芸高田神楽を
広めていこうよ。 

調べ学習を通して分かった
ことや感じたことを交流
し，情報を共有する。 

○自分たちの知らないこともたくさんあった
ね。 

○神楽っていいね。安芸高田の自慢だよ。 
○苦労されてきた多くの神楽関係者のために
も，しっかりと神楽の魅力を伝えて，安芸高
田神楽を広めていこうよ。 

○次は，伝える場「美土里こども神楽発表大会」
について具体的に考えていこうよ。 

地域の伝統芸能神楽を盛り上げようと，多くの
人が自分の役割に応じて，努力していることに
気付く。 

安芸高田神楽の歴史や携わっている方々の思い
から，自分たちも地域の伝統芸能を広めていく
という強い思いをもつようになる。 

課題の設定（１） 

 
第２弾 美土里こども神楽 盛り上げ隊 

昨年度の美土里こども神楽
発表大会の様子を見て，今
後の方向性を話し合う。 

○昨年度の６年生が司会をしているよ。アンケ
ートも取っているみたいだね。 

○ちらしみたいなものも配っているよ。何が書
いてあるのかな。 

○自分たちに何ができるか考えようよ。 

昨年度の様子から自分たちの活動のイメージ
をもつ。 

身近にいる神楽団員にアン
ケート調査を行い，集計・
分析を行う。 

【算数】目的に応じて表やグラフを選

び，活用する学習を想起させる。 

○広報誌を見ると，１月には安芸高田神楽が東
京で公演をしているよ。私たちにも何かでき
ないかな。 

【国語】目的や意図に応じて取材し，

情報を関係付ける学習を想起させる。 



学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■ブレーンストーミングの手法を用
いて，「集客数を増やす」「お客さ
んに喜んでもらう」の２点につい
て，たくさんのアイディアを出さ
せる。実現可能かどうかは後日検
討することを伝え，まずは，多様
な意見を出させる。 

 
■実際に，自分たちの手で取組が実
現可能かどうか，様々な思考ツー
ルや手法を活用させ，児童の考え
を広げたり，整理・分析・評価さ
せたりする。 

 
 
 
 
■演目の見所について聞き取った内
容や６年生のコメント，主催者が
作成したポスターの縮小版を両面
印刷し，ちらしを作成する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■安芸高田市観光協会と連携を図
り，宣伝活動の時間を確保する。 

■相手の年齢や身長などから，どの
ような接し方がよいかコミュニケ
ーションの取り方を考えさせる。 

■市内６年対象の神楽ワークショッ
プで協力してもらったアンケート
の結果を掲示したり，パンフレッ
トを配布したりして還元を図る。 

 
 
■司会やちらし配り，衣裳体験など
役割を分担して取り組ませる。自
分たちの活動をしっかりとやり切
らせるとともに，お客さんの反応
に目を向けるよう声かけをしてい
く。 

■来場者からのアンケートを基に，
児童の活動を評価し，達成感を味
わわせるとともに活動の価値を高
める。 

 
 
 
■第２弾のアンケートから課題とな
る点を見いだし，その改善を図ろ
うとする意欲をもたせる。 

■児童が自ら課題に気付けるよう
に，認知度調査の結果をグラフ化
した情報を提示する。 

■保護者に伝えるために効果的な場
が学習発表会であること，また，
６年生が務める「司会進行」役が
コミュニケーション能力の発揮の
場となることに，子供たちが気付
くことができるようにする。 

話合いで決まった実現可能
な取組について，役割を分
担し，協力しながら準備を
行う。 

○わたしは，ちらしを書くために，子ども神楽
団の友達に演目の見所を聞くね。 

○ぼくはお太助フォンの放送原稿を考えるよ。 
○神楽の絵や神楽の魅力パンフレットは，どん
なことに気を付けて作ればいいのかな。 

○図工で学習したデザインや色使いについて考
えながら，安芸高田市をイメージしたプレゼ
ント用の神楽のしおりを作るよ。 

課題解決に向け，「費用」や「私たちで実現可能
か」等の視点で取組を自分事として考えている。 

まとめ・創造・表現（９） 

 

○市内の小学生にも，宣伝活動をすることがで
きたね。 

○商業施設では600枚もちらしを配ることが
できたよ。相手によって，話し方や目線を変
えることが大事だと分かったよ。 

○アンケートに「観客や出演者にインタビュ
ーする司会進行役の人はもう少し頑張って
ほしい」という声がいくつかあったね。 

○よくなかったところを改善してもう一回挑
戦したいな。 

○認知度調査のデータでは美土里小の保護者
の３割は，神楽を観ている回数が少ないよ。 

○保護者が観ていたら，美土里小の他の学年
の子たちももっと神楽を観るようになるん
じゃないかな。 

○学習発表会なら，たくさんの保護者に神楽
の魅力を伝えられるよ。 

他教科での学びを生かし，取組を進めていく。 

○衣裳体験では，衣裳の魅力をしっかり伝える
ことができたね。パンフレットもあっという
間になくなったね。 

○アンケートには，「神楽の魅力が伝わった」「ま
た観に来たい」って多くの人が書いてくれて
いたね。 

活動に達成感を感じ，地域の伝統芸能のために
役立ったという自己肯定感が高まる。 

新たな課題に気付き，解決したい意欲が高まる。 

美土里こども神楽発表大会
に向けて，具体的な取組を
話し合う。 

○集客数を増やすために，「ホームページ」を
使って宣伝しようよ。ちらしを配るのもいい
んじゃない。フェイスブックは，親とかもよ
くやっているよ。効果がありそうだね。 

○お太助フォン（有線放送）で，市内の人に，
神楽発表大会の日程を伝えたら来場者が増
えるんじゃないかな。 

○お客さんに喜んでもらうために，神楽の魅力
をかいたパンフレットを渡したり，神楽の絵
を飾ったりするのはどうかな。神楽の衣裳体
験も喜ばれると思うよ。 

○衣裳体験は，神楽団の人に聞いてみたら，で
きるかもしれないよ。 

【国語】「事物のよさを多くの人に伝え

るための文章を書く」単元と関連させ，

神楽のよさを効果的に伝えるパンフレ

ットの作成に生かせるようにする。 

【図画工作】「見たこと，伝えたいこと

から表したいことを描く」学習と関連

させ，効果的な神楽の絵やしおりの作

成につながるよう，学習したデザイン

を想起させる。 

安芸高田市内小学６年生対
象神楽ワークショップや商
業施設で，宣伝活動を行う。 
（商業施設での宣伝活動は
課外活動として実施） 

相手に合わせたちらしの渡し方や話し方を考
えることなど，相手意識をもつことの大切さに
気付いている。 

美土里こども神楽発表大会
へ参加し，取組を実行し，
アンケートを基に活動を振
り返る。 
（課外活動として実施） 

実行，振り返り（２） 

 

課題の設定（１） 

 

第３弾 学習発表会で安芸高田神楽 伝え隊 

美土里こども神楽発表大会
のアンケート結果と，単元
当初の認知度調査（地域・
保護者のデータを抽出した
もの）の結果から，新たな
課題を見付ける。 

情報の収集，整理・分析（３） 

 



学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
■第２弾の課題解決で取り入れた手
法（ブレーンストーミングや座標
軸，ＫＪ法など）を想起させ，児
童自らが課題解決の方法を決定で
きるように促す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■期間をあけて保護者・地域に意識
の変化を問うアンケートを取り，
自分たちの活動によって，人の意
識や行動が変わることを知らせ，
児童の活動の価値を高める。 

 
 
 
 
■昨年度の東京公演の会場の様子を
写真で伝え，どのようなことがで
きるか話し合わせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
■東京公演に帯同した担当者の方か
らいただいた手紙の紹介を通し
て，児童の活動を評価し，自分た
ちの活動の広がりを実感させると
ともに充実感，自己有用感を味わ
わせる。 

 
 
 
■これまでの児童の活動を写真で時
系列にそって提示したり，児童が
活動ごとに振り返りを書いたファ
イルを読み直させたりすること
で，児童自らが自己の変容に気付
き，成長を感じ取れるようにする。
また，本単元の育成したい資質・
能力の視点を提示し，特に成長し
た部分について振り返らせる。 

 
 

 

 多くの児童にとって小さい頃から身近にある「神楽」。その中で，転入生の言葉をきっかけに，自分たちで

8 0 0人以上の神楽の認知度調査を行ったり，実際に伝統を受け継いできた神楽団員の方の話を聞いたりする

中で，地域の伝統芸能「安芸高田神楽」に愛着を抱くようになった。児童の振り返りの中にも「今までは神

楽に興味はなかったけど，神楽について調べているうちに楽しくなって，地域の神楽を観に行くようになっ

た。」と記述した児童もいる。また，単元が進むにつれて，課題解決に向けて自分たちで情報を整理し，自然

と解決方法を考えていく姿が見られるようになった。さらには，「今までは友達と協力して作業するのはあま

り好きではなかったけど，みんなで考えると新しいアイディアが生まれて，大きなことができるから，これ

からもみんなと協力して活動したい。」，「これまでは，人前に出たり地域の人と話したりするのが苦手だった

けど，この学習を通して自分に自信がもてるようになった。」と答える児童も多くいた。 

このように，地域の素材を最大限活用し，児童が学び応えのある課題を繰り返し追究することで，「コミュ

ニケーション能力」や「主体性」，「協働性」等の育てたい資質・能力の高まりが見られたと考える。 

【児童生徒の変容】 

 

情報の収集，整理・分析（２） 

 

課題意識をもって練習を行
い，学習発表会本番で取組
を実行する。その後，活動
を振り返る。 

○団員さんの熱い思いは，パネルにして提示
した方がよく伝わるかもしれないね。 

○神楽囃子のリズムを取り入れた和太鼓演奏
で，自分たちの思いの強さを表現したいね。 

○たくさんの保護者や地域の方の前で，自分
たちの取組を発表することができたね。保
護者アンケートでは，観る回数が少なかっ
た人が，もっと観たいと答えてくれたよ。 

まとめ・創造・表現，実行，振り返り（７） 

 

○実際に自分たちが行くことはできないから，
担当者に渡してもらえる物がいいね。 

○神楽を初めて観る人も多いらしいよ。いつも
手にする小物をもらったら喜んでもらえるん
じゃないかな。 

○家庭科で学んだことを生かして，神楽キャラ
クターをつけたポーチを作ろう。 

目的達成のために，主体的・協働的に活動して
いくことで大きな達成感を味わう。 

○小物はあっという間になくなったみたいだ
よ。喜んでもらえたようだね。 

○東京でも安芸高田神楽は広まっているみたい
だよ。神楽は安芸高田の宝だね。 

 

美土里こども神楽発表大会
での活動や，学習発表会のこ
とを聞いた安芸高田神楽東
京公演（ひろしま安芸高田大
都市圏プロモーション実行
委員会）の担当者から，東京
公演の観客に喜んでもらう
ために力を貸してほしいと
いう依頼を受け，自分たちが
できることを考える。 

東京公演という大きな舞台で，自分たちの活動
が役に立つという期待を抱く。 

東京公演の様子を担当者か
ら聞き，自分たちの活動を
振り返る。 

振り返り（１） 

 

課題の設定，まとめ・創造・表現（３） 

 

学習発表会で保護者に伝え
る内容を話し合う。 

○神楽の魅力を伝えるためには，どんな内容を
どんな方法で発表するといいのかな。 

○方法として，劇やプレゼンテーションがある
ね。お囃子を和太鼓でやるのもいいかもね。 

【音楽】「和音の音で旋律づくり」をす

る学習と関連させ，和太鼓の特徴と神

楽囃子の旋律を生かした演奏につなげ

る。 

【特別活動】学校行事（学習発表会）

と関連させ，保護者・地域の方に披露

することで達成感につなげる。 

第４弾 東京公演で安芸高田神楽 広め隊 

【家庭】目的に合わせて布を選び縫い

方を工夫して製作する学習と関連さ

せ，ポーチの作成に生かす。 

振り返り（２） 

 

第５弾 安芸高田神楽応援プロジェクトを振り返ろう 

安芸高田神楽応援プロジェ
クト全体を振り返り，自己
の成長を作文にまとめる。 

○ぼくは子ども神楽団に所属していたけど，神
楽の歴史はあまり知らなかったよ。詳しく調
べていく中で，もっと神楽を好きになった
よ。神楽は，安芸高田の宝だね。 

○わたしは，協力すれば大きなことができると
知ったよ。これからも，地域のために自分の
できることをやっていきたいな。 

○ちらし配りや神楽発表大会の司会などの経
験を通して，相手や場に応じたコミュニケー
ションの取り方に自信がもてたよ。 


